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|

5「IF旬 から6月 上旬にかけて相内、桂川、

大田地区で虫送 りが行われました。

当日は太鼓や笛に合わせて荒馬を先頭に各

地区内を練 り歩く太刀振 りの行列が続 き、祭

りの終盤では勢いに乗った荒馬が田んぼに飛

び込む一幕もあり、祭りは最高潮に達 してい

ました
:
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市浦村の私的応援団 一

・ 回村 友 会 議 開催

市
浦
村
に
ゆ
か
り
の
あ
る
方
な
ど
に
、
村
活
性
化
の
協
力
員
と
し
　
　

な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
　
　
と
に
よ
っ
て
市
浦
村
を
積
極
的
に
ピ

て
活
躍
し
て
も
ら
う

「
村
友
制
度
」
を
発
足
し
、
六
月
五
日
に
第

一
　

　

代
わ
り
と
し
て
、
村
友
の
方
々
に
発
　
　
―
ア
ー
ル
し
て
も
ら
い
、
そ
の

「村

行
さ
れ
る

「村
友
パ
ス
ポ
ー
ト
」
を
　
　
友
名
刺
」
を
持
参
、
提
示
さ
れ
た
方

回
目
の
村
友
会
議
を
開
き
ま
し
た
。

持
参
、
提
示
す
る
と
、
当
村
の
公
共
　
　
に
は
、
当
村
の
公
共
施
設
利
用
料
金

田‐‐Ｈ‐″時はい匡円‐″け」にに巨」に］一̈「鋼出嗣『‐‐‐‐国　　　　̈中̈『一］一い］彎̈中絲一ｏ　　‐，るを「一『呻中一」̈̈
枷い̈一

村
友
制
度
は
市
浦
村
の
イ
メ
ー
ジ
　
　
く
発
信
　
紹
介
し
て
も
ら
い
、
市
浦
　
　
　
村
友
の
方
々
に
は

「村
友
名
刺
」
　

　

活
動
拠
点
で
あ
る

「村
友
会
館
」
と

ア
ッ
プ
を
図
り
、
観
光

・
産
業
　
物
　
　
村
の
村
外
へ
の
認
識
度
向
上
と
地
域
　
　
が
発
行
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
名
刺
を
　
　
し
て
位
置
づ
け
、
効
率
利
用
が
図
ら

産
　
行
政
な
ど
の
情
報
を
村
外
に
広
　
　
振
興
に
役
立
て
る
た
め
に
設
置
さ
れ
　
　
多
く
の
人
へ
配
布
し
て
い
た
だ
く
こ
　
　
れ
ま
す
。

村
友
は
、
市
浦
村
に

愛
着
を
持
ち
、
観
光

星

　

で
、
今
回
は
作
家
の
高
　
　
　
〈
〓
議
で
は

「観
光
客
が

瀬り‐‐さん、「口星克↓警一一嗜中けヽ　　一一一「一̈一宿工っけ』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“

ν
　
川
君
雄
さ
ん
の
三
名
が
　
　
ユ改
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
」
　

目
■
園
□
園
閣
一
　
‐ヨ

『
ｄ
一
一
一
■
■
一

　

測

陽

旧

讐

割

刊

　̈一̈一̈一̈̈̈
”　　一̈一ミ‐よジ現一̈̈一ツ「ィ乍見一　一一中̈̈一一̈」』一一｝一一一一一わ一

▲　一柿一一警，̈動̈　　「̈『］一一一飛ってぃ̈　一』“『一一一一一一一一一一一一一̈論

関
し
て
の
謝
金
は
伴
わ
　

　

す
な
ど
、
活
発
な
意
見
交
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高 橋 克 彦さん

職 業

作  家

「市浦のために自分が何を手伝えるかわからな
いが、できるかぎりのことをやってみたい。」

市浦村とのかかわり

安藤氏の歴史に興味を持ち、NHK大河ドラマ「炎

立つ」では、当村の歴史的関わりを生み出し、全国に

当村のイメージ効果を高めた。

歴史文化を地方からの視点でとらえ直し、各地の講

演会やリポートでは、当村の歴史や十三湖をとりあげ

るなど、当村とのかかわりは深い。

昭和58年「写楽殺人事件」で第29回 江戸川乱歩賞受賞

平成4年 1月 「″|い 記憶」で第106回 直木賞受賞

この度村友として認定 された方々のプロフィ

ールをご紹介 します。

なお、村友の方々にはヒバの「村友表札」、

「村友パスポー ト」、「村友名刺」が交付され、

特典として年 1回、当村の特産品を送付する予

定となっています。

▲今回村友の方々に送 られた記念品

星  吉 昭さん

職 業

音 楽家

シンセサイザー奏者(姫神)

「今回頂いた名刺をいろんなところへ手渡して、 1
どんどん市浦をピーアールしたぃ。」     :

市浦村とのかかわり              :
94年、96年 と「姫神 奥津軽十三湖コンサー ト」を :

通じて、市浦村に「北のまほろば」があることを知る。 |

姫神『姫神伝説』昭和58年発売 収録曲「十三の砂 :

山」は、星氏が関心を寄せる蝦夷の英雄安倍貞任の史 :

跡を訪ねて津軽を旅したときに生まれた。      |
94年冬、十三湖に宿り、アルバム「東日流」を発表、 1

日本の新しい民俗音楽を紡ぎ続けている。      :

東北古代史、中世十三湊遺跡他に目を開かせる。  |

瀬 川 君 雄さん

職 業

「姫神」プロデューサー
(株式会社東広社

「市浦のために役立てることがあれは、どんど
ん協力していきたい。」

市浦村とのかかわり

姫神コンサー ト実施以前よりの市浦 十三湖好き。

姫神を通 じて村との交流が深まり、村友の制l度 等、

村の活性化に思いを巡らせる。

また、年に数度、公私にわたり市浦村に訪れ、自

然・文化・風土を満喫 している。

将来、村民になりたいとの願望を持っている。

東北古代史、中世十三湊遺跡に、日本列島の深層を

直視 しているっ

390-
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出
Ⅲ
口
■
■

■
望のＮ
導
解
人ｉ

六
月

一
日
か
ら
八
月
三
十

一
日
ま

花
火
を
合
図
に
出
発
し
ま
し
た
。

で
の
三
カ
月
間
、
観
光
路
線

バ
ス

■
浦燿
‐ピЪ
鍼
琳囃呻―
　
　
　
　
バスは‥
ｉ
十

「
や
ま
な
み
バ
ス
」
が
運
行
さ
れ
て

三
湖
高
原
」
や
ま
な
み
ラ
イ
ン
を
経

由
し
、
蟹
田
町
ト
ッ
プ
マ
ス
ト
ま
で

市
浦
村
発
の
や
ま
な
み
バ
ス
第

一

市
浦
村
で
は
情
報
発
信
事
業
の
一　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一二
十
九

・
三
キ
ロ
を
ほ
ぼ
定
時
に
到

便
に
合
わ
せ
て
、
出
発
式
が
六
月

一

三
湊
の
イ
メ
ー
ジ
を
産
み
出
し
て
い

環
と
し
て
、
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル

を
制
作
し
、
六
月
二
日
よ
り
県
内
全

　

　

ま
す
。

日
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
和
歌
山
前
で
行
わ
　

　

着
し
ま
し
た
。

域
へ
向
け
て
放
送
し
て
い
ま
す
。

ト
ッ
プ
マ
ス
ト
前
で
は
、
蟹
田
町

風
太
鼓
保
存
会
の
み
な
さ
ん
が
歓
迎

し
、
蟹
田
町
、
市
浦
村
両
町
村
の
特

産
品
の
交
換
と
運
転
手
に
は
花
束
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

乗
客

一
行
は
、
こ
の
あ
と
、
蟹
田

港
発
の
フ
ェ
リ
ー

「か
も
し
か
」
に

乗
船
、
脇
野
沢
港
か
ら
は
川
内
町
ヘ

向
か
い
、
町
役
場
へ
表
敬
訪
間
、
担

当
職
員
の
案
内
で
道
の
駅
「川
内
湖
」

な
ど
、
町
内
の
公
共
施
設
を
視
察
し

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
内
容
は
、
中
世
　
　
浦
村
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
も
流
し
て
、

の
衣
装
に
身
を
包
ん
だ
男
の
前
に
市
　
　
観
光
シ
ー
ズ
ン
本
番
に
向
け
て
積
極

浦
村
の
歴
史
、
文
化
、
自
然
の
数
々
　
　
的
に
市
浦
村
を
売
り
込
ん
で
い
く
予

が
登
場
す
る
工
夫
が
さ
れ
て
お
り
、　
　
　
定
で
す
。

市
浦
村
の
独
自
性
を
ピ
ー
ア
ー
ル
す
　
　
　
放
送
時
間
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
っ

る
た
め
に
、
テ
ー
マ
は

「中
世
津
軽
　
　
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ

◆
放
送
期
間

・
八
月
二
十
六
日
ま
で

（毎
週
火
曜
日

・
水
曜
日
）

◆
放

送

局

・
青
森
放
送

⌒Ｒ
Ａ
Ｂ
）

◆
放
送
時
間

・
Ｒ
Ａ
Ｂ
天
気
予
報

毎
週
火
曜
日
午
後
八
時
五

十
四
分
以
降
の
天
気
予
報

⌒番
組
等
で
時
間
延
長
が
あ

り
ま
す
）

毎
週
水
曜
日
午
後
五
時
五

十
七
分
か
ら
六
時
二
十
三
分

ま
で
の
間

レ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の

一
場
面
よ
り

出
発
式
で
は
高
松
村
長
が

「
や
ま

な
み
バ
ス
の
運
行
は
、
長
年
の
夢
だ

っ
た
。
こ
の
路
線
バ
ス
が
大
い
に
利

用
さ
れ
、
将
来
的
に
は
通
年
化
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。
こ
の
喜

び
を
み
な
さ
ん
と
分
か
ち
合
い
た

い
。
」
と
あ
い
さ
っ
。
引
き
続
き
行

わ
れ
た
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
は
十
三
小

学
校
の
奈
良
瞳
さ
ん
（小
六
）、
若
山

知
裕
く
ん
⌒小
五
）も
参
加
し
ま
し
た
。

辞［［一一̈］め視一『̈̈
一一̈　　因
権擁護絹趙

脚
受賞

な
お
、
「
や
ま
な
み
バ
ス
」
は
、
蟹

田
ヽ
脇
野
沢
間
に
就
航
し
て
い
る
旅

客
フ
ェ
リ
ー

「か
も
し
か
」
や
Ｊ
Ｒ

蟹
田
駅
か
ら
は
、
青
森
市

・
函
館
市

方
面
へ
の
運
行
ダ
イ
ヤ
に
接
続
さ
れ

日
常
の
買
物
や
、
季
節
、
家
族
旅

行
等
に
も

「
や
ま
な
み
パ
ス
」
を
利

用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
っ

が
認
め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り

-39
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5月31日

首

"JI学
機六運動1姜

スナ

'ブ
案

火
事
と
救
急

。
救
助
は

一
一
九
番

消

防

ネ

ツ

ト

ワ

:

ク

『
ニ
ュ
ー
フ
エ
イ
ス
紹
介
』

今
回
は
、
今
年
四
月

一
日
付
け
で
職
員
に
採
用
さ
れ
た
二
人
を
紹
介
し
ま
す
。

現
在
こ
の
二
名
は
、
住
民
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
消
防
士
に
な
る
た
め
、
県
消

防
学
校
で
日
夜
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。
十
月
に
は
立
派
な
消
防
士
に
な
っ
て

帰
っ
て
来
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
声
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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十三湊幻奏伝説Ⅲ

日本の風土に根 ざした音楽活動を続けているシンセサ イザー

奏者「姫神」 (本 名 星吉昭)の コンサー トが三たび市浦村で行

今回のテーマは「縄文 三内九山から中世 十三湊」へ.十
三湖に浮かぶステージで、音と光による幻想の世界が くりひろ

げられます.

また、今回は村内各小学校、倉1作太鼓「東日流衆」、 演劇サ
ークル「阿蘇部族」、北海道上ノ国町小学校。さらに、ヤドラ
ンカさん (ボスエア ヘルッェゴビナ)オ ノトフオンバイラさ

ん (中 国内モンゴル自治区出身)ひ めかみヴォイス (地 声合唱)

らとの共演も予定されています。

ぜ ひご来場 くだ さい .

レ
６
月
５
日
に
行
わ
れ
た
制
作
発
表
会
よ
り

>お 問い合わせ先

姫神 奥津軽十三湖コンニー ト実行委員会

事務局 :市浦村役場 企画財■翼

コンサー ト実施要項

引換期間 :コ ンサー ト前日まで

引換場所 :市浦村役場窓日、

脇
元
海
岸
ふ
れ
あ
い
シ
ー
サ
イ
ボ

竣
功
記
念
イ
ベ
ン
ト

ン
に
隣
接
す
る
脇
元
海
岸

⌒脇
元
漁

港
北
側
）
に
、
平
成
七
年
度
か
ら
整

備
を
進
め
て
き
ま
し
た

「
ふ
れ
あ

い

シ
ー
サ
イ
ド
事
業
」
が
、
今
年
度
、

竣
功
し
ま
し
た

．
こ
の
機
会
に
、
左

記
に
よ
り
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
多
数
参
加

下
さ
る
よ
う
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
、
と
　
き

七
月
十
日
０

二
、
と
こ
ろ

脇
元
海
辺
ふ
れ
あ
い
ゾ
ー
ン

三
、
イ
ベ
ン
ト
概
要

。
十
時
　
安
全
祈
願
祭

脇
元
小
学
校
鼓
笛
隊
演
奏
、
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
、
久
寿
王
開
披

・
十

一
時
　
竣
功
記
念
式
典

脇
元
の
駒
踊
り

（保
存
会
、
脇
元

保
育
所
に
よ
る
）

・
十
二
時
　
ウ
ル
ト
ラ
ク
イ
ス
大
会

（市
浦
村
に
ち
な
ん
だ
ク
イ
ズ
で
す
。

・
十
三
時
　
魚
釣
り
大
会

（ど
な
た

で
も
参
加
で
き
ま
す
。
釣
り
道
具
、

え
さ
等
の
持
参
を
お
願
い
し
ま
す
。

三
十
分
前
に
受
付
を
始
め
ま
す
。
）

各
賞
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

・
市
浦
村
特
産
品
の
特
販
会

⌒十

一

市
浦
牛
の
特
別
販
売
、
パ
ー
ベ
キ

ュ
ー
、
市
浦
ト

マ
ト
の
特
別
販
売
、

十
三
湖
の
し
じ
み
の
特
別
販
売
、
し

し
み
料
理
、
脇
元
海
岸
あ
わ
び
等
の

特
別
販
売

▼
お
問

い
合
わ
せ
先

ふ
れ
あ

い
シ
ー
サ
イ
ド
事
業
竣
功

記
念
協
賛
会
事
務
局

（建
設
課
）

電
話
番
号
　
工全

一―
二

一
一
一

（内
線
　
一
一
一
ヽ
二
三
）
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全
仮
屋
を
焼
く

義
家
は

「
誰
か

い
る
か
」
と
、
人
を
呼
び
ま

た
十
三
歳
の
首す
藤
編
違

（資
清
の

一
子
）
が

て
い
う
に
は

「敵

の
金
沢
柵
の
陥
落
は
こ
の

あ
ぶ
ら
せ
て
お
け
」
と
。
不
思
議
に
思

っ
た

資
道
は
そ
の
訳
を
尋
ね
る
と
、
「敵
は
食
糧
が

る
と
こ
ろ
を
攻
め
て
み
な
殺
し
に
す
る
」
と

中
に
触
れ
廻
り
ま
す
。
諸
軍
も

一
時
は
あ
や

か
け
て
手
足
を
あ
ぶ
り
、
次

の
命
令
を
今
か

金
沢
柵
の
陥
落

ら
れ
て
斬
り
殺
さ
れ
る
有
様
で
し
た
。
さ
し

も
鶏
響
を
識

っ
た
金
沢
柵
も
無ι
幌

に
陥
落
し

う
し
て
逃
れ
た
も
の
か

「
花
柑
子
」
と

い
う

で
殺
し
、
自
分
は
槻
製
を
鵬
捨す
て
鶏
雲
を
着

武
衡

・
千
任
を
斬
首
す

隠
し
息
を
殺
し
て
臥
し
て
い
ま
し
た
が
、
敵

ず
、
武
衡
の
罪
を
責
め

「汝
は
僕
従
千
任
に

せ
た
。
十
分
に
恩
に
報

い
た
で
は
な

い
か
。
』

次
に
千
任
に
は

「
先
日
櫓
の
上
で
申
し
た

言
葉
を
も
う

一
度
言

っ
て
見
ろ
饂
と
強

い
口

家
衡
誅
せ
ら
れ
る

に
呼
び
止
め
ら
れ
ま
す
。
家
衡
は

「
私
は
下

く
だ
さ
い
」
と
頼
み
ま
す
。
「
誠
の
下
郎
な
ら

せ
よ
」
と
咎
め
ら
れ
、
も
う
こ
れ
ま
で
と
家

刀
合
わ
せ
た
後
、
む
ず
と
取
組
み
と
う
と
う

て
家
衡
だ
と
わ
か
り
、
大
悦
び
で
家
衡
の
首

を
鉾
に
刺
し
て
、
「県
小
次
郎
次
任
、
家
衡
の

首
取

っ
た
り
」
と
大
声
で
義
家

の
面
前
に
捧

げ
ま
す
。
次
任
に
は
紅
の
衣
と
金
覆
輪
の
鞍

|:|:||:iil::ill!:|||::||:
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▲家衡誅せ られる図 (「 前太平記J所収 )



寝たきりや痴呆などで常に介護が必要となった

り、日常生活に支援が必要となったときには、介
護保険からサービスを受けることができます。

運営す るの は ?(保険者 )

介護保険を運営するのはみなさんが住んでいる
市区町村ですが、国や都道府県、医療保険者が各
方面からささえています。

40歳以上の人がカロ入 します

平成10年 7月 16日 (村  9:30～
中の島プリノジパーク (雨 天 市浦村役場 )

2.青森県文化観光立県宣言

7月 19日 (日 )11:Oo、  三内丸山遺跡 (入 場無料)

・市浦村 (十 三の砂山)→ふるさと大祭典に参加
3.三 内丸山・縄文フェスタ'98

7月 20日 (月 )10:oo～  三内丸山遺跡 (入 場無料 )

縄文体験教室や縄文クイズラリー、ステージイベン

4.三 内丸山遺跡・縄文フォーラム'98

・ 7月 20日 (月 卜 21日 ∞ 青森市文化会館
三内丸山遺跡に代表される日本の基層文化である縄

文文化フォーラム

5.十三湊遺跡フォーラム

7月 24日 0 青森市文化会館

最近の研究成果から十三湊遺跡の実態と安藤氏の軌
跡を紹介 し、日本中世社会での「北の文化」の位置づ

けを考える。
・現地見学会 7月 25日 ω 定員300名

E・Bι チろ (8)

塞

五所川原市オルテンシア
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情報をお寄せください

お しらせ
役場の電話は62-2111

市浦村の人口と世帯数  平成10.61現 在

の年金を受けたいという人は任

意で加入することができます。

3 六十五歳まで任意加入しても

なおかつ、受給
‐
in格 期間を満た

せない人は、さらに七十歳にな

るまでの間で、受給期間 (二 十

五年)を満たすまでの間、引き

続 き加入することができます。

藍 |
>投 票 日

平成10年 7月 12日

>投 票 所

第 1投票区 基幹集落センター

第 2投票区 大田小学校

第 3投票区 脇元小学校

第 4投票区 十三小学校

>投票時間

午前 7時から午後 8時 まで

不在者投票は次のようになって

います。

>投票期間

平成10年 6月 25日 から7月 H日

まで

>投 票 所

青森あすなろホール

>投票時間

午前 8時 30分から午後 8時 まで

>お 問い合わせ先

市浦村選挙管理委員会

電話番号 62-2Hl

:担
| |■■1,■ ||■

1相||:● 成 田 経 済 観 光 課 長

古川議 会事務局 長

桑 野 企 画 財 政 課 長

松 江 総 務 課 長

|■ ■三 中 居 建 設 課 長

県内,の交通事故概況
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健康づ <り は

子どもの生活習慣から
～ 子 どもの肥満予防 ～

1.ね ら い  肥満傾向にある幼児とその親を対象に、肥満

及び′亡ヽ疾患・糖尿病等を含む生活習慣病予防の

意識づけを図る。

2.開催場所  五所川原市内施設

3.対   象  就学前の肥満傾向にある幼児及びその親

4.開催 日時 。内容 。会場

1回 目 9月 21日 0 13時 ～15時  講義・身体計測

「のびのび健康づ くり」五所川原市保健センター

2回 目 9月 28日 (月 )10時 ヽ12時  講義 試食

「おやつと健康づくり」五所川原市中央公民館
3回 目 10月 5日 0 9時 Hヽ時 講義・運動

「ぷくぶくスィスィ」スポーツアカデミー五所川原
4回 目 10月 12日 鯛)10時 1ヽ2時  講義 試食

「おいしくペロリン」五所川原市保健センター

5回 目 10月 19日 (月 )13時 1ヽ5時  講義
「よい歯で健康づくり」五所川原市中央公民館

6回 目 10月 26日 鯛)9時 ～H時 講義 運動
「ぷくぷくスィスィ」スポーッアカデミー五所川原

5.受 講 料  無 料 (プールの日の保険料は、自己負担)

6.申込期間  平成10年 8月 17日 ～8月 31日

ただし、定員 (親子20組)に なり次第締め切
らせていただきます。

7.申 込 先  五所川原保健所健康増進課

最
近
は
、
食

べ
物
の
欧
米
化
や
運

動
不
足
に
よ
り
、
子
ど
も
の
肥
満
が

動
不
足
や
偏

っ
た
食
生
活
、
何
ら
か

の
病
気
に
よ
る
も
の
、
遺
伝
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
子
ど
も
の
時
期

の
肥
満
が
そ
の
ま
ま
移
行
す
る
と

い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
生
後

一
歳
ま

で
の
肥
満
は
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

特
に
そ
れ
以
降

（
一
歳
以
上
）
は
、

注
意
が
必
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
五
所
川
原
保
健
所
主
催

で
肥
満
傾
向
に
あ
る
子
ど
も

（就
学

前
）
と
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
肥
満

に
つ
い
て
の
勉
強
会
や
運
動
な
ど
を

実
施
し
て
、
肥
満
予
防
や
生
活
習
慣

病
予
防
を
す
る
「
の
び
の
び
ク
ラ
ブ
」

（小
児
肥
満
予
防
教
室
）
を
開
催
す
る

ち
ょ
っ
と
大
り
ぎ
み
が
気
に
な
る

お
子
さ
ん
や
興
味
の
あ
る
家
族
の
方

は
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
親
子
で
楽
し
く

肥
満
予
防
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（保
健
婦

　

一
戸
）

①
食

事
は

腹
八

分

目
を

心
が

け
る

②
ゆ

っ
く

り

、
よ

く
か
ん

で
食

べ
る

③
肉

中

心
か
ら

郷
菜

中
心

の
食

事
を

④

間
食

（特

に
甘

い
も

の
）
を

さ

け
る

⑤
適

度
な

運
動
を

⑥

ス
ト

レ

ス
を

た
め
な

い

⑦
規

則

正
し

い
生
活

を
送

る

③
週

に

一
度

は
体

重

チ

エ
ツ
ク
を

生
（十
三
）
義

（脇
一匹

澤

（相
内
）
武

（十
三
）
祐

（相
内
）
勝

▼
ご

結

婚

⌒曝　脚　峠　驀
一け　　〓一

▼
お
く
や
み

工

藤

武

義

（十

三
高

歳

成
　
田
　
美
登
利

（脇
　
一こ

４６
歳

湊
　
　
　
由
　
夫

⌒相
　
内
）
８８
歳

〓
一　
上
　
角
三
郎

（大
　
田
）
８７
歳

米
　
谷
　
キ
　

ミヽ

⌒相
　
内
）
８２
歳

‐

―

―
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